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SuperDARN により観測されたカスププラズマ流と午後側Convection Vortex の

IMF Bz変化に対する応答

Quasi-stationary convection vortex associated with the cusp plasma flow observed by

SuperDARN
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カスプのプラズマ流と午後側のQ S C Vの形成の関係を明らかにするために、1 9 9 6年1 1月1 7日18-20 UTにカスプか
ら夜側(10 - 22 MLT)にかけての広い範囲( 6観測点)において観測されたS u p e r D A R Nデータを用い解析を行った。
1730 &#8211; 20:30 UTにW I N D衛星が観測した2度のIMF Bzの南向き変動（最小約- 1 0 n T）に伴うカスププラズマ
流の応答と午後側のプラズマ流の変化を比較した結果、午後側のQ S C Vは南向きI M Fによりカスプにおいてリコネ
クションが促進され、極域電離層のプラズマ対流が卓越するにつれて形成されていることが明らかになった。

SuperDARN による極域電離層プラズマ流の観測によって近年、午後側の磁気緯度7 2～8 2度付近に形成される、
時間とともに移動しない Quasi-Stationary Convection Vortex (QSCV) がBristow et al. [1995], Greenwald et al.
[1996], Huang et al. [1998] らによって報告されている。 特にHuang et al. [1998] はQSCVの発生機構とリージョン1
沿磁力線電流の関係を指摘している。本研究では、カスプ領域のプラズマ流と午後側の Q S C Vの形成の関係を明ら
かにするために、多点（K a p u s k a s i n g、S a s k a t o o n、Goose Bay、Iceland West、Iceland East、H a n k a s a l m iの6観測
点）のS u p e r D A R Nデータを利用した解析をおこなった。 1 9 9 6年1 1月1 7日1 8－20 UTにカスプから午後側、夜側

（10 - 22 MLT）にかけての広い範囲において観測されたS u p e r D A R Nデータを用い、太陽風磁場の向きの変化に伴
うカスプ領域のプラズマ流の応答と午後側のQSCVの形成に関して解析を行った。

1996年11月17日 1735 - 1836 UTにWIND衛星（19, -31, 7）で 北向きのBz（最大＋6.6 nT）が観測された。このと
きS u p e r D A R Nにより11-12 MLTの磁気緯度7 8～8 0度付近のカスプ領域に低緯度方向のプラズマ流が観測された。
一方、カスプより午後側の12-15 MLTの磁気緯度7 8～8 1度付近では東向きのプラズマ流が卓越し、18:09-18:25 UT
に磁気緯度約82度付近を中心とする反時計回りのConvection Vortex（CV） が発生した。これはカスプ電離層のプ
ラズマがIMF Bzが北向き時のプラズマ対流パターンになっていたことを示している。 その後、W I N D衛星におけ
るIMF Bz は18:29 UTから減少しはじめ約25分かかって＋6.6 nTから－10.4 nTまで減少した。 北向きのBzが小さく
なるにつれてまず、カスプ領域の低緯度方向のプラズマ流がなくなり、約5分で東向きから西向きにプラズマ流の
パターンが逆転した。 さらに南向きのB zが大きくなるにつれて、カスプ周辺で高緯度方向の速いプラズマ流が卓
越し、カスプ領域は低緯度（7 4度）に移動した。IMF Bzが 約-10 nT に達した18:50-19:05 UT の間に、磁気緯度約
77度付近に中心をもつ時計回りのCV が13－15 MLTに発生した。 このCVはほとんど移動がみられず、位置的にも
Huang et al. [1998]で定義されたQSCVと同様のものであると考えられる。

1 9 9 6年1 1月1 7日のイベントでは、さらに1 9 : 1 7－28 UT の約1 1分間、IMF Bzが北向きに変化（最大8 nT）し、
1 9 : 2 7 U Tから約3分で+5.5nT から-9.7 nTへ急激に変化した。 この2度目のI M Fの南向き変動においても、カスプ領
域のプラズマ流に同様の変化が起き13-15 MLT 付近にQSCVが発生した。

解析の結果、本イベントで2度にわたって観測された午後側のQ S C Vは南向きI M Fによりカスプにおいてリコネ
クションが促進され、極域電離層のプラズマ対流が卓越するにつれて形成されていることが明らかになった。本
講演ではさらに夜側（15-22 MLT）のプラズマ流パターンの変化とも詳細に比較、議論を行う。


